
別紙２
令和４年度モーダルシフト等推進事業費補助金
（コンテナ専用トラック等導入事業）に要する経費内訳兼経費所要額精算調書
	所要経費
	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の収入

	(3)差引額
(1)－(2)
	(4)補助対象経費支出額

	
	円
	円
	円
	円

	
	(5)基準額
	(6)選定額
(4)と(5)を比較して少ない方の額
	(7)補助基本額
(3)と(6)を比較して少ない方の額
	(8)補助金所要額
(7)×1/2
※千円未満は切り捨て

	
	―　　　円
	円
	円
	,000円

	補助対象経費支出額内訳

	経費区分・費目
	金　　額
	積　　算　　内　　訳

	（記載例）
　　設備費
　　　・設備費
　　　・
　　　・
（交付規程別表第２「１区分」「２費目」を参照し記載すること）
	○○○　　円

	名称　（数量）×（単価）＝金額


	合　　計
	円
	

	購入した主な財産の内訳

	名　　称
	仕様
	数量
	単　価
	金　額
	購入年月

	（例：
①コンテナトレーラの場合
車名（メーカー名）
②緊締装置の場合
　　緊締装置一式
	コンテナトレーラ
ツイストロック
	
	
	
	


注1）納品書、請求書、金融機関支払証明、領収書、
補助対象設備の内訳が分かる明細書で、納品された設備のうち補助対象設備の積算費目等が明らかに分かるようマーキングした資料、
法律に基づく登録に係る通知の写し（自動車検査証（電子車検証の場合は「自動車検査証記録事項」）の写し）、
仕様書、図面等、写真アルバム、様式第４取得財産等管理台帳、
自動車賃貸借契約書の写し（ファイナンスリースの場合に限る。）等を添付すること。
注2）所要経費(8)補助金所要額の補助率については、1/2として計算し、1,000円未満切り捨てで記載すること。
注3）所要経費(8)補助金所要額が上限額（200万円）を超える場合は、上限額に置き換える。
注4）所要経費(8)補助金所要額が上限額（200万円）未満の場合は、1,000円未満切り捨てで記載すること。

